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震
災
が
も
た
ら
し
た

「
こ
こ
ろ
の
ダ
メ
ー
ジ
」

　

自
然
災
害
や
人
的
災
害
の
後

に
さ
ま
ざ
ま
な
心
理
的
反
応
が

生
じ
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
が

認
識
し
つ
つ
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
自
分
は
大
丈
夫
」「
そ
ん

な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
な
ど

と
考
え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

災
害
後
、
心
に
傷
を
負
う
こ
と

は
他
人
事
で
は
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
後
、
被
災
地

か
ら
遠
く
離
れ
た
地
域
で
も
、

う
つ
病
の
悪
化
や
急
性
ス
ト
レ

ス
障
害
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
要
因
は「
生
命
の
危

機
」「
悲
惨
な
体
験
」「
家
族
や
友

人
の
死
」「
家
財
の
喪
失
」「
災
害

後
の
生
活
の
変
化
」「
将
来
へ
の

不
安
」「
現
実
生
活
上
の
ス
ト
レ

ス
の
増
大
」
な
ど
だ
。

　

こ
う
し
た
心
理
的
反
応
は
、

自
然
に
よ
く
な
る
こ
と
が
多
い

が
、
大
規
模
な
災
害
で
は「
う

つ
病
」「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」

「
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
」

（P
T

S
D

）
な
ど
の
精
神
疾
患
を

発
症
す
る
人
も
少
な
く
な
い
。

放
っ
て
お
け
ば
、
立
ち
直
り
が

遅
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
殺

な
ど
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
最

悪
の
事
態
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　

市
健
康
づ
く
り
課
の
鈴
木
久

仁
子
課
長
補
佐
は「
復
興
に
心

の
ケ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
は
欠
か
せ

な
い
。
被
災
者
の
状
態
に
応
じ

て
適
切
な
ケ
ア
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
」と
話
し
て
い
る
。

千
葉
大
と
共
同
で

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
を
調
査

　

市
は
、
今
年
２
月
か
ら
３
月
ま

で
、
大
地
震
を
経
験
し
た
市
民

（
無
作
為
抽
出
２
４
０
０
人
※
旧

市
町
村
ご
と
３
０
０
人
ず
つ
）
を

対
象
に「
こ
こ
ろ
の
健
康
調
査
」

を
実
施
し
た
。
調
査
は
、
岩
手
県

精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
支
援

要
請
を
受
け
た
国
立
千
葉
大
学

と
の
共
同
調
査
で
、
同
大
と
当

市
が
協
働
で
支
援
活
動
を
展
開
。

「
家
屋
の
被
害
状
況
」「
う
つ
と
不

安
」「
被
災
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
」
な

ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し

た（
回
答
者
数
９
０
２
人
）。

　

そ
の
結
果
、▼「
家
屋
の
被
害

状
況
」
は
①
一
部
損
壊
…
51
％
②

被
害
な
し
…
40
％（
グ
ラ
フ
１
）。

▼「
う
つ
と
不
安
の
リ
ス
ク
」
は

①
正
常
レ
ベ
ル
…
48
％
②
注
意

レ
ベ
ル
…
23
％
③
警
報
レ
ベ
ル
…

16
％
－
だ
っ
た（
グ
ラ
フ
２
）。
▼

「
被
災
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
の
リ
ス

ク
」
は
①
低
リ
ス
ク
の
人
…
79
％

②
高
リ
ス
ク
の
人
…
13
％
－
な

ど
と
な
っ
て
い
る（
グ
ラ
フ
３
）。

回
答
者
の
半
数
以
上
は
家
屋
被

形
の
な
い
災
害

「
地
域
」で
取
り
組
む

こ
こ
ろ
の
ケ
ア

害
を
受
け
て
お
り
、「
う
つ
と
不

安
」
の
約
４
割
が
注
意
レ
ベ
ル
以

上
。「
ト
ラ
ウ
マ
」
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
人
は
全
体
の
１
割
を
超

え
た
。
被
害
の
有
無
や
被
害
規

模
の
大
小
に
よ
っ
て
症
状
に
格

差
は
見
ら
れ
る
が
、
多
く
の
人

が
何
ら
か
の
不
安
を
抱
え
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　

新に
い

津つ

富と
み

央お

千
葉
大
大
学
院
特

任
助
教
は「
サ
ポ
ー
ト
や
ケ
ア

を
必
要
と
す
る
人
は
、
私
た
ち

の
身
近
に
い
ま
す
。
リ
ス
ク
段

階
を
量
り
な
が
ら
被
災
者
へ
の

支
援
方
法
を
考
え
、
行
動
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
被
災

者
へ
寄
り
添
う
こ
と
の
大
切
さ

を
強
調
す
る
。

一
人
一
人
が
正
し
い
知
識
と

適
切
な
行
動
を

　

地
域
住
民
へ
の
心
理
教
育
も

「
災
害
時
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
と

し
て
重
要
だ
。「
被
災
者
に
ど
の

よ
う
な
心
理
的
反
応
が
起
き
る

の
か
」「
そ
の
反
応
は
ど
う
変
化

し
て
い
く
の
か
」「
変
化
す
る
反

応
に
周
囲
は
ど
う
対
処
す
れ
ば

い
い
の
か
」
な
ど
、
正
し
い
知
識

を
学
び
、
適
切
な
行
動
で
対
処

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

特
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、「
災
害
後
に
生
じ
る

心
理
的
反
応
は『
異
常
な
状
況

に
対
す
る
正
常
な
反
応
』
で
、
誰

に
で
も
起
こ
る
自
然
な
反
応
」

で
あ
り
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
上

の
援
助
が
必
要
な
人
を
見
つ
け

出
し
て
援
助
に
導
く
」「
精
神
的

問
題
に
関
し
て
一
般
の
人
々
に

知
識
や
情
報
を
提
供
す
る
」「
精

神
的
な
問
題
が
生
じ
た
人
の
差

別
化
や
偏
見
を
防
ぐ
」
こ
と
が

大
切
だ
。
こ
れ
ら
は
災
害
時
だ

け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
行
わ
れ

る
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の「
当

た
り
前
」
を
地
域
、
行
政
、
専
門

機
関
が
連
携
し
な
が
ら
日
常
化

し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
な

の
で
あ
る
。

　

高た
か

岡お
か

昂こ
う

太た

千
葉
大
大
学
院

特
任
助
教
は「
ま
ず
は
、
安
全
・

安
心
・
安
眠
が
確
保
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
大
前
提
。
よ
り
よ
い

避
難
生
活
が
確
保
さ
れ
、
被
災

状
況
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
が

正
し
く
情
報
提
供
さ
れ
な
け
れ

ば
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
力
を
入
れ

て
も
平
穏
な
心
は
取
り
戻
せ
ま

せ
ん
」
と
表
情
を
引
き
締
め
る
。

＜グラフ３＞ 被災によるトラウマのリスク

正常レベル

48％

注意レベル

23％

無回答

13％

警報レベル

16％

・４点以下…正常レベル

・５～９点…注意レベル＝

うつあるいは不安の注意

報。10％の確率でうつ病・

不安障害

・10点以上…警報レベル

＝うつあるいは不安の警

報。50％の確率でうつ病・

不安障害

＜グラフ１＞ 被害状況

一部損壊

51％

被害なし40％

全壊１％
無回答

７％

半壊１％

＜グラフ２＞ うつと不安のリスク

ローリスク（５点以下）

79％

ハイリスク

（６点以上）

13％

無回答

８％

４月27日「被災者家庭訪問従事者ワークショップ」で講演する千葉大大学院医学

研究院　子どものこころの発達研究センターの新津富央特任助教㊨と高岡昂太

特任助教（テーマ：「よりよい一関市被災者家庭訪問におけるこころのケアを目指

して」）／両特任助教の講演を真剣なまなざしで聴講し、ワークショップで議論し

合う家庭訪問の従事者の皆さん（中央）

STEPS
TO

REVIVE
復興への道程

多
く
の
人
の
日
常
を
奪
っ
た
東
日
本
大
震
災
。

悲
し
み
と
恐
怖
に
よ
る
心
の
傷
は
深
い
。

真
の
復
興
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。
そ
れ
は
笑
顔
。

み
ん
な
が
元
気
を
取
り
戻
す
ま
で
、
一
人
一
人
に
笑
顔
が
戻
る
そ
の
瞬
間
ま
で
、

私
た
ち
に
で
き
る
支
援
を
し
て
い
こ
う
。
心
寄
り
添
っ
て
。

保健推進活動を通じながら、
ケア・サポートしていきたい

東日本大震災で住居をやむなく移された人たちのた

めに、心を寄り添える場所や機会が必要だと感じま

す。被災者のこころの動きも人それぞれ。地域、行政

や関係団体などが協力し合って支援していくことが大

切だと思います。保健推進活動を通じながら、コミュ

ニティーづくりなど、できることからお手伝いしていき

たいです。

一関市保健推進協議会
室根地域保健推進員

菅原純子さん
 Sugawara Junko


